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・ゲートオープン時間を延長することにより、ゲート前混雑を緩和

【ゲートオープン時間】（通常）
8:30～11:30，13:00～16:30

【ゲートオープン時間】（対策例）
7:30～16:30

・万博開幕直後の4月14日(月)から5月10日(土)の4週間において、開幕直後の交通の混乱に備えて、港湾関係者の協力のも
と、早朝及び昼休みにターミナルゲート時間延長を実施。
・ターミナルゲート時間延長の実施により、コンテナ車両の来場時間の平準化効果を改めて確認した。また、早朝ゲートオープンを実
施しても、北ルート混雑時間帯(9時台)において、コンテナ車両の来場が増加する等の影響がないことも確認した。
・今後の実施時期については、交通シミュレーションで見込んでいる物流車両約11,200台/日を超える場合を原則とする。
(現在は、交通シミュレーションの台数に対して、最大週で75%程度)
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ターミナルゲート処理台数と待機車両台数
（夢洲コンテナターミナル）
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昼休みのゲート処理台数

13時時点の待機車両台数

合計 359台

《効果①》
待機車両台数が減少
(359台→196台)
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（夢洲外から夢洲コンテナターミナルへ来場する車両)

時間帯別 コンテナ車両の来訪台数【実施効果】
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《効果②》
来訪台数が
平準化

【イメージ図】

（待機車両は待機場に引き込み）

物流交通対策「ターミナルゲート時間延長」の実施状況

昼休みｵｰﾌﾟﾝにより、
12時台は、増加9～11時台は、減少

早朝ｵｰﾌﾟﾝにより、
6～8時台は、増加
※8時半から9時は、

概ね変化なし

※R7.5月の調査結果
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【昼休み】

合計 241台

《効果①》
待機車両台数が減少
(241台→35台)

【早 朝】

※R7.5.7～5.8(平均)

（待機車両は待機場に引き込み）
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